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学校生活における大切なお知らせです 
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●スケジュール（11/21～1/26）                       
 

●教務からのお知らせ 
 

●事務室からのお知らせ                      
 

●進路支援からのお知らせ                     
 

●生徒支援からのお知らせ 

      

●クリスマス礼拝の案内 

 

●クリスマス街頭募金の案内  

 

●今月の聖句 

 

●１４年度聖句（ミニ手話コラム付） 

 

 

＜同封物＞ 

●「アシストルーム」のご案内（青）＜全員＞ 

●「冬期講習」のご案内（桃）＜全員＞ 

●「震災支援」のご案内（緑）＜全員＞ 

●Ｙラーニング体験学習会のご案内（黄）＜全員＞ 

●クリスマス献金案内一式＜全員＞ 

 

 

      

 

 

 

 

ＹＭＣＡ学院高等学校 

TEL 06(6779)5690  FAX 06(6779)1831   http://www.ymcagakuin.ac.jp 

｢学校通信｣はバックナンバーを含め、本校のホームページで閲覧
えつらん

できます。 

「教員ブログ」（月・水・金）も更新中です。本校のホームページでご覧ください。 

●後期のレポート提出最終締切日は、2015 年 1 月 7 日（水）17 時です。 

（郵送は当日消印有効） 
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～人
ひ と

と違
ち が

っていたら不安
ふ あ ん

ですか？～ 

ハロウィンも終
お

わり、秋
あき

も終盤
しゅうばん

になってきました。木々
き ぎ

も冬支度
ふ ゆ じた く

に入
はい

り、寒
さむ

さも増
ま

してきています。 

ハロウィンは、もともとは北欧
ほくおう

のケルト人
じん

のお祭
まつ

りであり、秋
あき

の収穫
しゅうかく

をお祝
いわ

いしたものと言
い

われて 

います。 

日本
に ほ ん

の秋祭
あきまつ

りと同様
どうよう

に、世界
せ か い

各地
か く ち

で食物
しょくもつ

の実
みの

りに感謝
かんしゃ

するお祝
いわ

いがあったのですね。 

その収穫
しゅうかく

祭
さい

が、当時
と う じ

北欧
ほくおう

のキリスト教会
きょうかい

に影響
えいきょう

し、世界的
せ か いて き

に広
ひろ

まりを見
み

せたのが現在
げんざい

の各国
かくこく

地域
ち い き

 

でのハロウィンとなりました。現在
げんざい

ではその宗 教
しゅうきょう

色
しょく

はほとんど薄
うす

れてきていますが、なかには 

キリスト教
きょう

とは関係
かんけい

ないと拒絶
きょぜつ

したり、いやいや、キリスト教
きょう

のお祝
いわ

いだと肯定
こうてい

したり、人
ひと

さまざま 

ですね。 

ＹＭＣＡ
ﾜ ｲ ｴ ﾑ ｼ ｰ ｴ ｰ

はというと、そんなことちっとも気
き

にしません。お互
たが

いのことを認
みと

め合
あ

い、お互
たが

いの良
よ

い 

ところを取
と

り入
い

れて、ともに成長
せいちょう

していくことが大切
たいせつ

だからです。難
むずか

しい言葉
こ と ば

でいうとエキュメニカル 

(調
しら

べてみてくださいね)と言
い

われます。 

 

 人
ひと

と違
ちが

っていたら不安
ふ あ ん

ですか？小学生
しょうがくせい

の教科書
きょうかしょ

にも載
の

っていた谷川
たにがわ

俊太郎
しゅんたろう

訳
やく

の「スイミー 小
ちい

さな 

かしこいさかなのはなし」を思
おも

い出
だ

しました。一匹
いっぴき

だけ黒
くろ

い色
いろ

をしたスイミーが、大
おお

きな魚
さかな

が怖
こわ

くて、 

岩
いわ

かげから出
で

てこれない他
ほか

の小
ちい

さな赤
あか

い色
いろ

をした仲間
な か ま

たちに言
い

ったことば。「ぼくが、めになろう」。 

一歩
い っ ぽ

踏
ふ

み出
だ

すこと。 

仲間
な か ま

と力
ちから

を合
あ

わせることの大切
たいせつ

さを教
おし

えてくれたような気
き

がします。 

 同
おな

じ谷川
たにがわ

俊太郎
しゅんたろう

が、バカボンパパ（ちょっと古
ふる

いですか？）とコラボした詩
し

を紹
しょう

介
かい

します。 

みなさんはどう感
かん

じるでしょうか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月のメッセージ 

 

――――――本 校 の 卒 業 要 件―――――― 

① 高校に 3 年以上在学すること。 

② 74 単位以上修得すること。 

③ 必修科目は履修認定を得ること。 

④ ｢総合的な学習の時間｣を 3 単位以上修得すること。 

⑤ 特別活動に 30 時間以上参加すること。 

（『2014 年度版 学務の手引き』より抜粋） 
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日 曜 行事予定など 

11   月 

11/21 金 講座「産業社会と人間（共生社会）」（6限目） 

11/27 木 講座「体育 e」補充ｽｸｰﾘﾝｸﾞ（4限目） 

11/28 金 
講座「産業社会と人間（共生社会）」（6限目）、講座「課題研究 TDR」（6限目） 

後期放送視聴申請書提出締切日 

12  月 

12/1 月  

2 火 「学習状況報告（第 2回）」発送予定 

3 水 講座「総合学習 TDR」（6限目） 

4 木  

5 金 講座「産業社会と人間（仕事発見）」（6･7 限目） 

6 土 特別活動：｢クリスマス礼拝」・「街頭募金」（要事前申込み・P.7、17-18 参照） 

7 日  

8 月 PC ルーム開放（16：00～17：00） 

9 火 特別活動：「映画鑑賞会」（10：30～12：30、予定）（校内掲示で案内、要事前申込み） 

10 水 PC ルーム開放（16：00～17：00） 

11 木  

12 金 
講座「総合的な学習の時間Ａ」校内ｽｸｰﾘﾝｸﾞ(10:00-､12:30-､14:00-) 
特別活動：「ホームルーム」、講座「総合学習 TDR」（7限目） 

13 土  

14 日  

15 月  

16 火 「学習状況報告（第 3回）」発送予定 

17 水 講座「体育ａ1・2」補充ｽｸｰﾘﾝｸﾞ、PC ルーム開放（13：00～15：00） 

18 木 「学習アシストルーム」最終日 

19 金 講座「課題研究 TDR」（6限目）、 PC ルーム開放（14：00～16：00） 

20 土  

21 日  

22 月 年内通常スクーリング最終日、講座「体育 J」補充ｽｸｰﾘﾝｸﾞ、〔学校通信〕発送予定 

23 火 （天皇誕生日）冬期休暇始まり（～1/4） 
24 水  

25 木 マイスペースコース特別活動 

1 月 

1/4 日 冬期休暇終わり 

1/5 月 後期通常スクーリング最終日、講座「体育ａ3」補充ｽｸｰﾘﾝｸﾞ 

1/6 火 講座「体育ｂ」補充ｽｸｰﾘﾝｸﾞ、講座「総合学習 TDR」「課題研究 TDR」実習（～1/9） 

1/7 水 
後期レポート提出最終締切日（学校窓口 17 時、当日郵便消印有効）、 
PC ルーム開放（13：30～17：00） 

1/9 木 講座「体育ｃ」補充ｽｸｰﾘﾝｸﾞ 

1/17 土 大学入試センター試験 

1/18 日 大学入試センター試験 

1/19 月 センター試験自己採点（予定）、〔学校通信〕発送予定 

1/20 火 1/5 以降返却の「再提出評価レポート」提出締切日（17 時学校必着） 

1/26 月 〔単位認定テスト受験資格確認表〕ほか発送予定、センター試験データ返却（予定） 

スケジュール（11/21～1/26） 

冬期休暇中は来校できません。 

レポートの学校窓口提出もできません。 
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【「学習状況報告（２回目）」の発送】 12月2日（火） 

■「学習状況報告（１回目）」を11月11日（火）に発送していますので、スクーリングの出席回数と 

レポートの提出状況について、各自でしっかり確認しておいてください。 

■「学習状況報告（２回目）」を12月2日（火）に発送します。12月1日（月）までのスクーリング 

 の出席回数とレポートの提出状況が記載されていますので、各自でしっかり確認してください。 

■残りのスクーリングについては、「個人時間割」と各講座の「学習計画表」で確認し、必要な出席時数を 

クリアするようにしてください。 

｢個人時間割｣をなくしている場合は、再発行できますので事務室で申し込んでください。 

■各講座とも、補講はありませんので十分注意してください。 

■まだ提出していないレポートと「再提出」評価のレポートを確認し、最終締切日〔1/7（水）〕までに 

確実に提出するよう注意してください。 

■「学習状況報告（３回目）」は、12月16日（火）頃発送の予定です。 

また、後期最終の「学習状況報告」は、各講座の単位認定テストの受験資格の通知とともに、１月26日（月）に 

発送の予定です。 

 

【レポートの提出について】 

■レポート各回の提出締切日が過ぎていても、最終締切日（1/7（水））までに提出すれば大丈夫 

ですので、しっかり取り組んで提出してください。 

■まだ提出していないレポートは、早めに提出するようにしましょう。 

提出しなければならないレポートがたまってくると、仕上げるのが大変になります。毎日少しずつでも 

取り組み、提出するように心がけましょう。 

■返却されたレポートは、「再提出」評価がないかどうか確認し、「再提出」評価のレポートは、 

再度取り組み、早めに提出しましょう。 

■レポートやバーコードシールをなくしている場合は、再発行できますので、事務室で申し込んで 

ください。 

■提出するときは、バーコードシールを必ず貼って提出してください。 

■後期のレポート提出最終締切日は、１月７日（水）１７時（郵便は当日消印有効）です。 

出し忘れがないよう十分気をつけてください。 

 ■一人でレポートに取り組むのが苦手な人は、火曜日と木曜日に実施している「学習アシストルーム」を 

利用することをおすすめします。 

  （「学習アシストルーム」については、P.15 を参照） 

 

【「卒業意思確認書」の提出について】 14 年度後期卒業予定者対象 

 ■14 年度後期に、卒業できる見込みがあり、また生徒ご本人に卒業の意思を確認させていただいて 

いる方には、「卒業意思確認書」を提出いただくようご案内しています。 

■まだ提出されていない方には、今回「卒業意志確認書」を同封していますので、必要事項を 

ご記入の上、12 月 5 日（金）までに、担任まで提出するか郵送するかしてください。 

 

 

教務からのお知らせ 
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【ＰＣルームの開放について】 

 ■情報系講座のレポート作成のため、以下の日程でＰＣルーム(3階)を開放いたします。 

ご活用ください。 

 

 

12月  8日（月）、12月 10日（水）の16時～17時 

12月 17日（水）の13時～15時 

12月 19日（金）の14時～16時 

 1月  7日（水）の13時30分～17時 

 

 

 

【「スクーリング代替課題」のある講座について】 

■理科の一部、芸術科の一部、家庭科の一部、英語科の一部、体育の一部、宗教科の各講座には、 

スクーリング出席時数が不足する場合に提出する、「スクーリング代替課題」があり、該当講座の 

レポートの袋に入っています。（クリーム色紙に印刷されています） 

■出席時数が不足する場合は、「スクーリング代替課題」を提出し合格すれば、スクーリング出席 

として認められます。（「スクーリング代替課題」があるのは一部の講座のみです） 

ただし、「スクーリング代替課題」で補える数は、講座ごとに上限が決まっていますので自分の 

出席時数をしっかり確認してください。 

■「スクーリング代替課題」の内容は、学校が指定するテレビ・ラジオ番組の視聴を課したり、 

学校が指定するフィールドワーク（展覧会鑑賞、教会礼拝出席など）を課すものです。 

■指定されているテレビ・ラジオ番組は、放送日が限られている場合があり、また礼拝など曜日が 

限られているものがあります。 

代替課題提出が必要な人は、早めに課題に取り組み提出するようにしてください。 

■「スクーリング代替課題」の提出締切日は、1 月 7 日（水）17 時（郵便は当日消印有効）です。 

■「スクーリング代替課題」についての質問などは、各講座担当教員に確認してください。 

 

 

【「体育」の補充スクーリングについて】 

■「体育」は、出席時数が不足の人を対象に、補充スクーリングを行います。 

（「体育」以外は、補充スクーリングはありません） 

「体育 a1・2」は 12 月 17 日（水）に、「体育 a3」は 1月 5日（月）に、「体育ｂ」は 1月 6日（火）に、 

「体育ｃ」は 1月 8日（木）に、それぞれ補充スクーリングを行います。 

（補える出席時数は、上限 2時間まで） 

■「体育 e」は 11月 27 日（木）の 4限目に、「体育ｊ」は 12 月 22 日（月）5・6限目に、 

補充スクーリングを行います。 

詳しくは「学習計画表」と「個人時間割」で確認してください。 
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【「調査書」「推薦書」の発行について】 

■大学・短大・専門学校に出願する際には、高校が発行する「調査書」が必要になります。 

各学校の出願に必要な書類および出願期間を確認し、「調査書」が必要な人は、担任を通して早めに 

申し込んでください。（申込みから発行まで、1週間かかります） 

■「推薦書」が必要な場合は、作成に時間がかかる場合もありますので、早めに担任まで申し込んで 

ください。（申込みから発行まで、1週間かかります） 

（「調査書」「推薦書」については、「進路支援からのお知らせ」P.12 も参照） 

 

【ホームルーム】 12 月 12 日（金）（特別活動 1時間） 

■ホームルームの内容は、今後の日程および「単位認定テスト」についての確認、その他です。 

各自の時間割には載っていませんから、書き入れておいてください。 

■クラス別の時間は次のとおりです。教室は当日掲示します。（特別活動 1時間）   

                        

 時 間 ホームルームクラス 

6 限目～ 

7 限目始め 

15：00～15：30 3A 3B 3C 3D 3E 3F 3G 3H 3I 3J 3K 3M 

15：35～16：05 1A 1B 2A 2B 2C 2D  2L 2M  

  

 

【冬期休暇および休暇中のレポート提出】12 月 23 日（火）～1月 4日（日） 

■12/23（火）～1/4（日）は冬期休暇です。この期間は皆さんは来校できず、事務取扱もありません。 

レポートの窓口提出もできませんのでご注意ください。 

（次項および｢事務室からのお知らせ｣P.8 もご覧ください。）  

■レポートの提出期限が、冬期休暇期間（12/23～1/4）である場合は、郵便のみ受付、提出日は 

郵便の消印日となります。 

■冬期休暇中、レポートは学校窓口では提出できません。レポートを直接学校に提出する場合は、 

年内は 12月 22 日（月）まで、年始は 1月 5日（月）からとなります。 

■レポート提出の最終締切日は、１月７日（水）17 時（郵便は当日消印有効）です。 

十分ご注意ください。 
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【特別活動について】 

 

 

12 月 6 日（土）10：30 高校集合（その後教会へ移動）（P.17 の案内参照） 

 

参加希望者は、必ず職員室受付に申し込んでください。 

申込順に受付、定員 50名になり次第締め切ります。当日受付はできません。 

時間など詳細は参加要項（申込者に配布）に記されています。 

（特別活動 1時間。事前申込必要） 

 

 

               12 月 6 日（土）13：15 ２階ライブラリー集合 

（ガイダンス後、天王寺駅に移動）（P.18 の案内参照） 

参加希望者は、必ず職員室受付で申し込んでください。 

申込順に受付、定員 25名になり次第締め切ります。当日受付はできません。 

（特別活動２時間。事前申込必要） 

また、「大阪ＹＭＣＡクリスマス献金」を高校内でも募り、事務室で受け付けます。 

「クリスマス献金」の案内を同封していますので、献金くださいますようお願いいたします。 

 

 

 12 月 9 日（火）10：30～12：30（校内掲示で案内） 

 ※「学務の手引き」に掲載の日程から変更になっています。ご注意ください。 

映画『転々』を校内で鑑賞します。 

参加希望者は、必ず職員室受付で申し込んでください。 

申込順に受付、定員 60名になり次第締め切ります。当日受付はできません。 

（特別活動２時間。事前申込必要） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリスマス礼拝      

クリスマス献金街頭募金   

映画鑑賞会 
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【冬期休暇に伴う事務取扱について】 

■遠隔地への旅行などに必要な学割の申請および通学回数券割引証の申請は、12 月 19 日(金) 

（12 月 22 日（月）発行）までです。 

即日発行はできませんので余裕をもって申し込んでください。 

■レポートの学校への直接提出については、下記のとおりといたします。 

冬期休暇中にレポートを提出する場合は郵送してください。 

  

冬期休暇に伴う

事務取扱期間 

年末 2014 年 12 月 22 日(月)まで 

年始 2015 年 1 月 5日(月)から 

※12 月 23 日（火）～1月 4日（日）までは学校休業日です。学校への電話連絡はできません。 

緊急で連絡がある場合のみ留守番電話に用件及び連絡先を録音してください。 

（学校から連絡できるのは 1月 5日（月）以降です。） 

 

【レポート等の再発行について】 

■レポート等、配布済みの書類を紛失した場合は再発行の手続きができます。所定の用紙に必要 

事項を記入のうえ、事務室で再発行の手続きを行ってください。 

■レポートやバーコードシールの再発行は、下記の事項を正確に記入して申し込んでください。 

■レポートの再発行日は原則として次のスクーリング日（月・水・金）です。 

 

種  類 手数料 申込用紙 

レポート(再発行)１枚 50 円 

「レポート等諸用紙発行願」 

ﾚﾎﾟｰﾄﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 1 ｼｰﾄ 100 円 

ﾚﾎﾟｰﾄ提出用封筒(1 枚) 10 円 

個人別時間割 100 円 

通学割引証申請ｶｰﾄﾞ・ｹｰｽ 100 円 

＊必要記入事項･･･①学籍番号･名前 ②講座名 ③レポート回数 

 

 

【住所等変更手続きについて】 

■現在学校に届けている住所や電話番号などが変更になった場合は、速やかに「各種変更届」に 

記入・押印のうえ事務室へ提出してください。 併せて生徒証を作り変えますので写真をご用意 

ください。また、郵便物が転送されるように郵便局に転居届を出してください。 

■通学経路が変わる場合は、「通学割引証申請カード」を変更しますのであわせて提出してください。 

(即日発行はできません。) 

■届出用紙は事務室にある他、『学務の手引き 2014 年度版』の巻末にもあります。コピーして使用 

してください。 

 

 

手 数 料 

事務室からのお知らせ 
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【2014 年度後期学費の納入について】 

■後期の学費について、分割納入及び 11 月延納の手続きをされている場合は、今月の納入期限が 

11 月 28 日（金）となっています。学校より送付しました「延納・分割納入についてのお知らせ」を 

確認のうえ、期日までに納入手続きをしてください。 

 

【進学・就職に必要な証明書発行手続きについて】 

■証明書は、必ず事前にＨＲ担任と相談したのち、「証明書発行願（進学用・就職用）」に記入して、 

原則として下記の①(窓口申込)により申し込んでください。特別な事情がある場合には下記 

②(郵送申込)も受け付けますが、電話・ＦＡＸやメールでは申込みできません。 

■証明書発行までに 1週間を要します。下記の表を確認のうえ日数の余裕をもって手続きしてくだ 

さい。 

 

①窓口申込：受験予定校の願書・募集要項を持参してＨＲ担任と相談、「証明書発行願（進学用・就職用）」

を記入のうえ担任確認印をもらってから事務室窓口へ手数料を添えて申し込んでください。

(生徒証明書の提示が必要) 

②郵送申込：『学務の手引き 2014 年度版』巻末の「証明書発行願（進学用・就職用）」をコピーして 

記入押印し、手数料と返信郵送料の合計料金分の郵便切手を同封して郵送してください。 

（郵便が事務室に届いた日が受付日となります。発行に日時を要しますので、余裕を 

もって申し込んでください。） 

 

 

種  類 申込用紙 
通常 英文発行 

手数料 発行日 手数料 発行日 

成績・単位修得(見込) 

証明書 証明書発行願 

 

300 円 受付から

1 週間後 

300 円 受付から

1 週間後 調査書 

推薦書 500 円 1,000 円 

 

証明書の枚数 郵送料(普通) 速達料金 

1～2 通まで 82 円 

 ＋280 円 3～5 通まで 92 円 

6～10 通まで   140 円 

 

 

 

 

 

 

 

手 数 料 

発 行 日 

返信郵送料 

料金表 
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【高等学校等就学支援金について（対象者のみ）】 

 

■年度の途中で婚姻またはその解消により、保護者に変更があった場合は、新たに申請書の提出が 

必要です。毎月初日の保護者の市町村民税の所得割額が基準となりますので、加算の対象となる 

場合は、必ずその時点で手続きを行ってください。 

■今後の加算申請については、提出があった月の翌月から支給対象とすることができます。 

■後期講座登録を行わない場合は、就学支援金はありませんが、対象月数が減ってしまいますので 

「休学」の手続きとともに支援金の「停止」手続きを行ってください。 

 

【大阪府私立高等学校等授業料減免制度について】 

 ■大阪府では、大阪府等の私立高等学校に在籍する生徒の学資負担者(大阪府内在住)の方が、 

経済不況に伴って今年になってから家計が急変したために学費の納入が困難になった場合、 

生徒の修学を保障するために学校に対し補助金を交付(全額または半額)する制度があります。 

 ■対象となる要件は下記の①②いずれかが該当することとなっていますが、それ以外にも細かい 

条件があります。 

申請を希望する場合は事務室へ下記の①②いずれが対象となるかご確認のうえ申請書をご請求 

ください。 

（対象となる要件） 

①経営状況の悪化に伴う会社の倒産・解雇により失職した場合 

②会社等の経営状況の悪化に伴い収入が前年より著しく減少した場合 

 

【大阪府私立高等学校等授業料支援補助金制度について（対象者のみ）】 

■今年度の府の補助金は、大阪府へ申請を行ってから決定します。決定次第お知らせをして、 

補助金を給付する予定です。（今年度末の予定） 

給付については生徒本人の銀行口座に振込みで行いますので、あらかじめ口座をご用意ください。 

学校からの通知とともに、銀行口座の届出用紙を送ります。 

※ 三菱東京ＵＦＪ銀行以外の口座については振込み手数料をご負担いただきます。 

対象期間や対象単位数によっては補助金の給付がない場合があります。ご了承ください。 
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≪進路について考えている皆さんへ≫ 

【進路相談について】 

■本校では特別に進路面談期間を設けずに、随時ホームルーム担任と進路相談を行なうようにして 

おります。ご希望の方はホームルーム担任と面談日時を調整してください。また、推薦入試や就職 

などで面接練習を希望される場合も、ホームルーム担任にご相談ください。 

 

【3階進路コーナーを活用しよう・「オープンキャンパス」に参加しよう】 

■進路(進学・就職)に関する情報は 3階「進路コーナー」に掲示しています。また「進路コーナー」に 

置いてある案内書や募集要項は自由に持ち帰ることができますので活用してください。 

■卒業年次生だけでなく、1、2年次生の進学希望者もオープンキャンパス（学校見学会）に積極的に 

参加し、自分の目で各大学・短大・専門学校の特色を確認しましょう。 

■「オープンキャンパス」に参加すると特別活動 2時間分（上限は 10 時間）が認定されます。 

1 階職員室カウンターで「参加報告書」を受け取り、必要事項を記入して提出してください。 

その際、当日配布されたプリントや担当者の名刺など、参加の証明になるものを貼ってください。 

 

≪卒業年次生の皆さんへ≫ 

■大学一般入試の受験をめざしている皆さんは、これからいよいよ正念場をむかえます。照準を来年の 

入試に合わせ、生活のリズムを整え、計画を立てて落ち着いて学習を続けてください。 

■卒業予定者のうち、進路の方向が定まらなかったり、また入試結果や選考結果が思わしくなかったり 

して、これからどうしたら良いか悩んでいる人もいると思います。それぞれ状況は違うと思いますが、 

ひとりで考えていてもわからない場合、まずはホームルーム担任に相談してください。 

■すでに進路が決まっている人は、卒業にむけてしっかりと高校生活をしめくくってほしいと願って 

います。特に進学する人は、入学後の授業についていけるよう、基礎学力をじゅうぶん養っておいて 

ください。また、皆さんのまわりには、受験や面接を控えてがんばっている人もたくさんいます。 

そのこともじゅうぶん念頭に置いて、節度ある高校生活を送ってください。 

 

【大学入試センター試験に出願した皆さんへ】 

■大学入試センター試験に出願した人は、12 月 15 日（月）までに「受験票」等が入試センターから 

本人に届きます。受験票、写真票に貼る写真を各自用意しておいてください。 

■大学入試センター試験は来年 1月 17 日（土）、18 日（日）に実施されます。しっかり準備を進めて 

おいてください。 

 

 

 

進路支援からのお知らせ 
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【調査書・推薦書の発行について】 

■大学・短大・専門学校に出願する際、高校が発行する「調査書」が必要になります。調査書が必要な 

卒業年次生は、1階職員室カウンターで「証明書発行願」を受け取り、必要事項を記入した上でホーム 

ルーム担任に申し出てください。その際、出願先、受験方式は必ず記入してください。また、専願を 

含む場合は原則として調査書の発行は１通です。 

■｢調査書」の発行には、申込みから 1週間かかります。必要な費用を添えて余裕をもって事務室に 

申し込んでください。郵送での手続きも可能です。 

■ 「推薦書」の発行については、作成に時間がかかる場合もありますので、早めに担任に申し込んで 

ください。本校が｢推薦書｣を発行する場合、前期末で 54 単位以上（指定校推薦の場合は 60 単位以上）

修得していることが必要です。 

 

【推薦入試、ＡＯ入試が終わったら】 

■推薦入試やＡＯ入試で面接試験が行なわれた場合、試験後に「面接試験報告書（進学用）」をホーム 

ルーム担任または進路支援担当者に提出してください。 

■専願入試の場合、合格すれば必ず入学することが条件になります。辞退することはできませんので、 

期限までに入学手続きを済ませてください。指定校推薦入試や多くのＡＯ入試が専願です。 

なお、公募制推薦入試や一般入試にも専願のところがありますので、注意してください。 

 

【予約奨学金について】  

■予約奨学金の学校締切は終了しました。不明な点あれば、事務室までお問い合わせください。 

 ■これとは別に、国の教育ローンを利用する方法もあります。問合わせ先は下記のとおりです。 

教育ローンコールセンター （月～金 9:00～21:00、土曜日 9:00～17:00） 
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 就職について  

 
 

【学校紹介で就職を希望する人へ】（『それぞれの未来へ』 参照） 

■就職希望者は、1階職員室カウンターで求人一覧をこまめにチェックし、関心のある会社があれば 

ホームルーム担任もしくは進路担当者に申し出てください。 

応募したい会社があれば、応募前職場見学に参加することをすすめます。 

■応募書類（履歴書・調査書・紹介状）は学校から郵送します。 

応募先が決まったら、調査書を申し込み、履歴書（指定のもの）を作成してください。 

12 月 1 日（月）から、会社によって複数応募が可能となります。 

面接練習を希望する人は、ホームルーム担任まで申し出てください。 

■面接が終わったら、すぐに「就職受験報告書」をホームルーム担任または進路担当者に提出して 

ください。不適切な違反質問があった場合、学校やハローワークが対応することになります。 

不適切な違反質問とは、例えば保護者の職業や家庭状況、支持する政党、男性や女性に限定しての 

質問などで、本人の意欲や能力、適性とは関係のない質問です。 

 

【縁故紹介や一般求人を見て就職を希望している人へ】 

■家族や知り合い等の紹介（縁故紹介）で就職をする場合、または新聞やインターネット、雑誌の 

一般求人情報を見て応募する場合、各自がそれに応えられるように活動をすすめてください。 

■現在のアルバイトからそのまま正社員に採用というケースも見られます。多くの場合、学校からの 

書類は必要ありませんが、履歴書（市販のもの）が必要になる場合があります。 
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◆気持ちよく校内生活を送るために 
 後期のスクーリングも半分以上が終了しました。今期より本校に入学された皆さんもようやく慣れて 

きたことと思います。本校での高校生活を気持ちよく送ってもらうために、皆さんに守ってもらいたい 

ルールをもう一度確認します。 

（『2014 年度 学務の手引き』の「学校生活上の決まり」「学校生活における確認事項」P40、41 参照） 

○ よりよい学校生活をおくるために以下のことを守りましょう 

●学校内および周辺で喫煙
きつえん

しない。 

●原付、バイクや車で通学しない。 

●授業中だけでなく、授業のない時間でも他の生徒を不快にさせるような行為はやめる。 

●授業中の私語や携帯電話の使用は迷惑になるのでやめる。 

●玄関前は、本校生以外の人も通ります。近隣
きんりん

のマンション・商店の前や学校周辺でも通行の邪魔に 

ならないようにする。 

○ スクーリングについて 

スクーリングの遅刻・早退は原則、欠席となります。交通機関の遅れにより「延着証明書」が発行 

される場合は、「延着証明書」を持参すれば出席について配慮する場合があります。 

やむを得ず授業に遅れて途中からの入室になってしまう場合は、直接教室へ行って、出席できるか 

どうか確認をしてください。 

○ 空き教室の使用について 

放課後（月・水・金の 16時～17 時）は、空いている教室を使うことができます。ただし、理科教室・ 

家庭科教室・ＰＣルームなどの特別教室や更衣室は、原則使用できません。 

普通教室でも他の目的に使っている場合など、使用できない場合があります。 

 

※違反行為を繰り返した生徒の保護者の方には、その事実を学校からお知らせします。 

また、本人同伴の上保護者の方に来校を願うことがあります。 

※スクーリング・レポートのことや学校生活全般について、何か疑問や、不安に思ったことがあれば、 

すぐに担任などに相談してください。とくに、卒業を控えた 3年次生のみなさんは、最後まで気を 

ゆるめないようにしましょう。 

 

 

＊＊本校生以外の方（友人含む）を学校に連れてこないようにしましょう＊＊ 

ＹＭＣＡ学院高校生以外の方は、友人であったとしても無許可で校内に入られると不法侵入に 

なります。発見された場合、連れてきた本校生が処分の対象となります。注意してください。 

 

＊＊貴重品の自己管理を徹底しましょう＊＊ 

貴重品は自分自身でしっかりと管理しましょう。 

 教室、ロビー等で席を離れる際には荷物を置きっぱなしにしないなど、自己管理を徹底させましょう。 

＜生徒支援からの注意とお願い＞ 

生徒支援からのお知らせ 
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◆保健室からのお知らせ 

＊インフルエンザについて 

秋は急に気温が下がり、朝夕と昼間との気温差も大きいため、体調管理が大切です。インフルエンザは、 

空気が乾燥する 9月初めから発生し、2月末頃まで流行が続きます。不調を感じたら、早めに医療機関に 

かかりましょう。 

☆普通の風邪とインフルエンザの違い☆ 

１．突然の高熱（38～39 度）に加え、関節痛、筋肉痛などの全身症状がある 

２．感染力が強い 

３．肺炎にかかるなど、重症化することもある 

予防には「手洗い」と「うがい」が一番です。予防接種は流行する前に受けると効果があり、 

また、インフルエンザにかかってしまっても重症にはならずに治ります。医師、家族と相談して 

予防接種を受けるのも良いでしょう。 

インフルエンザの感染または感染の疑いと診断され、医師の判断によりスクーリングを欠席する必要が 

ある場合は、学校（担任）へ連絡してください。  

※インフルエンザを含む「学校感染症」については、『2014 年度 学務の手引き』P38 にも記載しています。 

 

◆カウンセリングスペースからのお知らせ 

≪カウンセリング≫ 

 

＊開室時間と担当者 

 月曜日：川口 彰範さん １３：３０ ～ １６：３０ 

 水曜日：西村 博子さん １３：３０ ～ １６：３０ 

 金曜日：道嶋 公子さん １３：３０ ～ １６：３０ 

※保護者の方もご利用いただけます。お問い合わせ、ご予約は担当（川口・後藤）まで。 

 

◆｢学習アシストルーム｣について（同封の案内参照） 

■｢学習アシストルーム｣は、12 月 18 日（木）が最終日です。 

 

●＜後期＞2014 年 10 月 21 日（火）～12月 18 日（木）の期間中 

毎週火曜・木曜の 13：00～16：00 に 306 教室で実施 

●登録料 各期：5，000 円 

●｢学習アシストルーム｣は、自学自習の習慣をつけるために開設しており、教室にいる教員や 

他の生徒と一緒にレポート作成に取り組みます。 

●同封の案内を見て申し込んでください。 

一人でレポートに取り組むのが苦手な人におすすめします。 
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◆フィジカルサポートスペースからのお知らせ  

≪フィジカルカウンセリング≫ 

４階マシンルームやスタジオで、体や運動、医学に関する相談、助言、カウンセリング、処方を 

行っています。スクーリングの前後とか空き時間も可能です。希望の日時、その他必要事項を 

職員室カウンターにある申込用紙に記入の上、提出してください。(希望に添えない場合は、 

担当から連絡します。) 

 

≪対象≫ 

・正しいダイエット                     ・基礎体力の向上 

・カラダのゆがみ、姿勢の矯正
きょうせい

         歩行フォームの改善 

・体質改善、体調管理          ・怪我
け が

や疾
しっ

病
ぺい

後のリハビリ 

・体育の授業が苦手           ・筋力や持久力のアップ 

・各種スポーツの競技力アップを目指すトレーニング 

・スポーツ・体育・医療関係への進路相談 

＊詳細は別紙リーフレットを参照してください。 

＊フィジカルサポートスペースについてのお問い合わせは職員室まで。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スクーリング期間中は

何度でも無料です! 
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ＹＭＣＡ学院高校 

 

２０１４年度 

 

日 時 １２月 ６日（土）１１：００～１２：００ 
※受付開始１０：３０～ 10:50 までには来てください。 

教会でクリスマスを過ごしてみませんか！ 
みなさんにとって新しい発見があるかもしれません。 

★ 参加のためには、必ず、事前に職員室で申し込みをしてください。 

申し込んだ時に要項（教会の地図）を必ず受け取ってください。 

 

定 員 ５０名 ※申し込み 11/１４（金）～先着順 

場 所 大阪大道教会（日本キリスト教団） 

メッセージ 上地 武 牧師（日本キリスト教団大正めぐみ教会） 

内 容 讃美歌・クリスマスメッセージ他 

特別活動 

ククリリススママスス礼礼拝拝    
 

特別活動  

 １時間認定 

募集！ 

参加するだけでなく、司会・朗読・キャンドルサ

ービス等、礼拝の準備から手伝ってくれる人は申

し込みの時に申し出てください。 

※お手伝いしてくれる生徒さんは、 

特別活動２時間認定します。 

 

※遅刻した場合は、特別活動に認定できません。 



 

                                              

 

 

 

 

 

 

ＪＲ天王寺駅周辺（北口・東口） 

2014 年 12 月 6 日（土） 

13:15～16:00 
街頭での募金活動は 13：45～15：45 の 2時間です 

 

申込定員：25名（先着順） 

１階職員室で申込み、要項を受け取ってください。 
 

★ 参加者は事前申し込み者に限ります。当日の申し出による参加はできません。 

 ★ 当日の集合は 2 階ライブラリーに 13:15 です。遅刻者の途中参加や早退は認めません。 

 

◎街頭募金でいただいた献金は、次のようなＹＭＣＡの様々な 

プログラムに使われます。 
 
・震災復興支援のためのプログラム。 

・地域の人々とともに子育て相談・支援を行うプログラム。 

    ・運動が苦手な子どもたちが自信を持てるようにするプログラム。 

    ・アジアの青年たちを招待し、キャンプカウンセラーのトレーニングをするプログラム。 

    ・ミャンマーの子どもたちを対象に行うデイキャンプのプログラム。 

    ・地域に住む障がいのある人々に、外出の機会を提供するプログラム。 

 

◎当日は天候により活動を中止する場合があります。 
 

ＹＭＣＡ学院高等高校 

特別活動 

２時間認定 



 

 

 

 

 

 

「狭
せ ま

い門
も ん

から入
は い

りなさい。滅
ほ ろ

びに通
つ う

じる門
も ん

は広
ひ ろ

く、 

その道
み ち

も広々
ひ ろ び ろ

として、そこから入
は い

るものが多
お お

い。 

 しかし、命
いのち

に通
つ う

じる門
も ん

はなんと狭
せ ま

く、その道
み ち

も細
ほ そ

いことか。 

 それを見
み

いだす者
も の

は少
す く

ない。」 

（マタイによる福音書
ふ く い ん し ょ

 7章
しょう

13節
せ つ

～14節
せ つ

） 
 

 

私
わたし

たちの社会
し ゃ か い

は様々
さ ま ざ ま

な人
ひ と

で構
こ う

成
せ い

されています。一人一人
ひ と り ひ と り

に個性
こ せ い

があり、 

それぞれの道
み ち

を歩
あ ゆ

み、また歩
あ ゆ

もうとしております。       

けれども一方
い っ ぽ う

で、皆
み な

が同
お な

じ方向
ほ う こ う

、つまり同
お な

じ門
も ん

に入
は い

るよう促
うなが

す動
う ご

きもない 

ではありません。 

 私
わたし

たちの歴史
れ き し

を振
ふ

り返
か え

る時
じ

、広
ひ ろ

く、入
は い

りやすく、そして皆
み な

が入
は い

ろうとする 

門
も ん

へと入
は い

っていってしまった結果
け っ か

、誤
あやま

った道
み ち

へと進
す す

んでしまったことは少
す く

なく 

ありません。 

 狭
せ ま

く、困難
こ ん な ん

な道
み ち

へと続
つ づ

く門
も ん

にこそ、今
い ま

の時代
じ だ い

、目
め

を向
む

けることの大切
た い せ つ

さに 

気
き

づきたいと思
お も

います。 

 

 

（日本
に ほ ん

キリスト教団
きょうだん

阿倍野
あ べ の

教会
きょうかい

 平井
ひ ら い

 文則
ふみのり

牧師
ぼ く し

より）   

南ＹＭＣＡ
みなみﾜｲｴﾑｼｰｴｰ

「キリスト教
きょう

」委員会
い い ん か い

2014 
 

 

 

 

 

今
こ ん

 月
げ つ

 の 聖
せ い

 句
く
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赦
ゆ る

し合
あ

いなさい。 

主
し ゅ

があなたがたを 

      赦
ゆ る

してくださったように 

コロサイの信徒
し ん と

への手紙
て が み

３章
しょう

１３節
せ つ

 

 

 

 

 

 

「四季
し き

（春
はる

・夏
なつ

・秋
あき

・冬
ふゆ

）」を手話
し ゅ わ

で表現
ひょうげん

すると･･･ 

 

 

 

 

 

    

                  

 

  

                      

  

      

 

 

 

 

  

 

      

「春
はる

・あたたかい」          

 

意
い

：下
した

からあたたかな風
かぜ

がふいてくる様子
よ う す

 

ミ ニ

イ 

話 コ ― ナ ― 手
し ゅ

 話
わ

 コ ― ナ ― 

「夏
なつ

・あつい」          

 

意
い

：うちわでパタパタ仰
あお

ぐ様子
よ う す

 

意
い

：顔
かお

にすずしい風
かぜ

があたる様子
よ う す

 

「秋
あき

・すずしい」          

 

「冬
ふゆ

・さむい」          

 

意
い

：寒
さむ

さで体
からだ

が縮
ちぢ

こまる様子
よ う す

 


